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第16回国際人類学民族学連合会
世界大会参加記
高倉健一※
2009年7月 27 日から 7 月 31 日までの5 日 11丹、 I~:J
国雲南省昆i羽i!iにある雲南大学および雲南民族
大学において国際人矧学民族学迎合会第16回世
界大会が開催された。この世界大会が巾 I~J で千7
われるのは今回が初めてであり、 2003年に1}fii
椛を獲得し、今回のImimに主った。本大会の主
催者である国|傑人類学氏族学述合会 OUAES)
は国連教育科学交化機関 (UNESCO) に受録さ
れている組織で、人類学・民族学の分野で最も
影響力の強い|主l際機関である。 5年に一度、|主|
際人類学民族学世界大会を開催して学術交流を
行っていて、今回は第16回の開催となる。本大
会は本来2008年7月に開催される予定であった
が、諸事情で一年間延期されたため、 2009年に
I~~lifr されることとなった。
本大会は世界各地から多数の学者や専門家が
参加するかなり大規模なもので、 I~J 国通信社の
記事によると約l∞カ悶の国から4千人あまりの
学者や専門家が参加した大規模なものであっ
写真1 慶来堂
※神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科博士
後期課程
た。メインテーマには「人類、発展と文化の多
様性jが掲げ‘られ、開会式や趣旨発言、各会場
に分かれての専門テーマ会議の他に、展覧会や
映画上映会などが行われた。また、昆明市近郊
にある少数民族居住集落等へ大学内の広場から
パスで行く学術考察も行われていた。
今回、神奈川大学大学院歴民研究糾からは佐
野賢治教授と余志清中国語講師、および報告者
の3人が発表者として大会に参加した O また、
問研究科|抗生のサイモン・ジョンが参加者とし
て同行した。
まず初日の27 日、午前101時から I~司会式および
魁旨発言が雲南大学慶来堂で、行われた(写真1)。
閉幕式では、回良玉副首相が|今回の大会が国
際的な人類民族科学の全面的な発展を促し、持
続的な平和]に共栄する世界作りに寄与できるこ
とを期待しているJと挨拶を述べた。また、国
際人類民族科学連合のバルガス会長が「中国の
人類民族科学研究は自らの特徴と優位性があ
る。国際人類学者は中国でフィールド調査を行
うとともに、中国の学者たちに問題解決の方法
を教えてもらうことを希望している」と述べた。
この閉会式では、数千人という多数の参加者が
観覧できるように、大学内の各会議場など別会
場で同時中継放送されて見られるようになって
いた。
午後からは、雲南大学文imj棟に用意された約
60の会議場で'200以上の専門テーマ会議が開催
された(写真2)。
写真2 文淵棟
? 。?
この専門テーマごとの会議は31日の最終日まで
開催され、それぞれの会議場において学者や専
門家による研究発表等が行われた。
我々は開会式の後、雲南大学人類学博物館で
開催されていた「中国人類学民族学百年史展」
を観覧した(写真3)0この展覧会では、これま
での中国における人類学・民族学の発展の歴史
や発展に尽力してきた学者の紹介などが各H寺代
順にパネルで紹介されていた。
写真3 中国人類学民族学百年史展の案内看
板
その後、我々は昼食をとるために大学の食堂
に向かった。本大会では、大学内に数ヶ所ある
食堂において参加者は自由に食べたい物を取っ
て食べることができるようになっていた。食堂
ごとに料理の種類が過っており、さまざまな料
理を楽しむことができるようになっていた。ま
たイスラム教徒向けの料理を提供する食堂が用
意されるなど、民族や宗教等による食文化の速
いにも対応できるよう配慮がなされていた。他
にも開会期間中、参加者は大会参加手続き時に
もらった参加証(写真4) を提示することで、
市内パスや博物館など公共機関を無料で利用す
ることができるようになっているなど、各国か
ら集まった参加者に対して配慮がなされてい
た。今回は先述したイスラム料理を出す食堂に
は行かなかったが、いくつかの食堂を日替わり
でめぐり、さまざまな料理を味わって楽しむこ
とができた。
写真4 大会参加証
昼食後には科学館に移動し、「国|際人類学と
民族学連合会ω周年回顧展J及び「研究機構と
個人による学術展」を観覧した(写真5)。ここ
では、学者や学会等による研究活動や研究成果
の発表がパネルやパンフレット等で紹介されて
いた。
写真5 国際人類学と民族学連合会60周年回
顧展
展覧を見終わって別の場所へ行こうと考えて
いた時、急、に強い雨が|峰ってきた。見明市は北
緯25度と低純度に位置していて、この時期は雨
季にあたるため、このように急に強い雨が降る
のだという。しばらく雨宿りしていたが雨は止
まなかったカ人時間カfもったいないため手え々は
大学から外に出てタクシーに乗って見明市内に
ある雲南省博物館へ移動し、「車内西学研究の新
視野ー納西文化と多彩服江j展覧会を見学した
(写真6)。その日は展覧会初日で、我々が訪れ
た時にちょうど博物館の入i寸前では開幕式がわ:
われようとしていた。我々が閉幕式を見学しよ
うと式の行われる場所へ移動したとき、そこで
写真6 雲南省博物館
写真7 展覧会の開幕式
は今回この大会へ誘ってくださった木仕華先生
が閉幕式の準備をされていた。そして木仕華先
生から佐野教授が納l自族研究の貢献者として壇
上に呼ばれ、開幕式に参加するという一幕があ
った(写真7)。
式の後、展示物を観覧しようと i専物館の中へ
移動したところ、今度は入り口から入ってす ぐ
のホールで納jzg族の民族儀式や民族民誌の合J日
なとごが行われ、多くの縦覧者がその様子を ~î制iZ
していた(写真8・9)。私も展覧会の観覧は後
日またすることにして最後まで、ず、っと撮影しな
がら見学していた。この展覧会は大会期間中開
催されて誌でも無料で観覧することができるよ
写真8 成人儀式
写真9 民謡合唱
うになっていて、多くの人に納四放文化を紹介
する場となっていた。
次の28日は、朝から雲南大学に向かい、今回
の大会参加l目的である「納西学研究の新視野J
専門テーマ会議に参加した(写真10)。この会
議では中国55少数民族のひとつである納間放に
関する研究発表が行われ、世界各国から集まっ
た納西族研究者が多数参加lしていた。この日は
佐野教授が「“文化遺産"から“文化資源"
へ一束巴文化を残すことと活かすこと-Jと越
した発表を行った(余講師iが中国語通訳を担
当)。
写真10 r納西学研究の新視野J会議での
余志清氏の発表
~!29 日も制から会議に参加した。昼休憩H寺に
は大学l副市長官で 1~ p.l1m されていた「人類学と民族
学の図書展」を訪れ、納凶族関係の)I~r絡を購入
した。また同じ場所では民族民具の展覧会も行
われていて、多くの参加者の 13をりい、ていた
(写真11)。
午後からは余講師が「凶-南少数民族の移民伝
説と放諸Jと越した発表を行った。その後夕方
には報告者を|除く 3人がfiナト|省に|向かう飛行機
に乗るため、タクシーで急ぎ空港へと|向かった。
報告者は3人の出発を見送った後、パスを釆り
継し、で、街 il~1 先へと戻り、現日の発表にfJlHえて i泣
終準備をしてから休んだ。
301:1は、報告者が一人会議に参}1した。この
日は報告者が '-m-w泣 jli'i脱lT ï~ï械の文化遺産保
護における住民の生活環境保設の lT!.~性つい
てjと組した発表を行った。その後、別の発表
者と --k.fi-に司会進行係を担当することになり、
自身の低い 1:1 :1 1主IRt~能力の為に苦労しながらもな
んとか無事にその役を終えることができた。
最終日の3] 日、同大会は「経済 I~FJ発への平等
参加で、途上国やマイノリティー、 j氏jJ1)軒の文化
資源、社会的尊厳、発言権が尊重・保111~ される
べきである。キEIL尊重と公平な競争は生態環境
のバランスを維持し、社会のハーモニーと共同
繁栄を保障する」とした「昆明宣言lを採択し、
閉幕した。
今回の大会では、郭大烈先生や楊稲泉先生、
和力民先生や木仕華先生等、多くの著名な納西
族研究者の方々とお会いすることができた。ま
た、そのような多くの先生方が参加する場所で
自身の研究について発表することができ、今後
研究を進めていくうえでとても良い励みを得る
ことができた。このような良い機会を与えてく
ださった佐野教授と、今回本大会に誘っていた
だき参加手続き等様々な面で協力してくださっ
た木仕華先生に心から感謝の意を述べたい。
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